
様式 2 

《単位互換提供科目詳細》  

 

＊科目 No． 2908 

 科目概要記入欄 

1．開設大学名 島根県立大学 
科目開講 

キャンパス 
浜田キャンパス 

2．科 目 名 

正式科目名 

中国政治外交論 

クラス名 - 

副題 
配当年次 2・3 

受入学年  

旧科目名  

学問分野 番号 22 名称 政治 

サテライトで開講される科目の科目群 Ａ群    Ｂ群 

3．担当教員名 李 暁東 （総合政策学部総合政策学科 教授） 

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 秋学期 

6.開講期間 

  曜日・時間 

  27 年 10 月 2日（金）～  28年 1 月 29 日（金） 

金曜日    9：00 ～ 10：30  

  個別開講日 

1 回目 10/2 2 回目 10/9 3 回目 10/16 4 回目 10/23 5 回目 10/30 6 回目 11/6 

7 回目 11/13 8 回目 11/20 9 回目 12/4 10回目12/11 11回目12/18 12 回目 1/8 

13 回目 1/15 14 回目 1/22 15 回目 1/29 16 回目  /   試験日    2/6 

7.基礎知識の有無 
1.「基礎知識を必要とする科目」 （               ） 

②.「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数 

（総授業定員） 

    なし 

（      人） 

9.定員超過時の 

選考方法 
なし 

10．科目内容・ 

  授業計画 

ここ二十数年来、中国は、「改革・開放」政策を実施することによって、経済

が飛躍的に成長したとともに、国際舞台での存在感を増しつつある。しかし、

中国の台頭に伴い、「中国脅威論」もまたつきまとっている。 

激しく変化し続ける中国をどのように捉えるのか。また、国内の激動は地域大

国である中国の対外関係にどのような影響を与えているのか。この授業では、

以上の問題意識に基づいて、建国後の現代中国の紆余曲折の歩みを、歴史的連

続性と中国をめぐる国際契機との両方から見ていきたい。さらに、中国自身の

変化は、同時に周辺の国や地域、そして世界に影響を及ぼしているため、この

授業では、1949 年建国後の中国国内政治を中国外交と関連付けながら説明し

ていきたい。 

11．試験・評価方法 

［単位修得要件］ 

原則として、出席日数の 3分の 2以上出席しなければならない。 

［成績評価基準］ 

成績は、授業中での発言、発表、期末試験などから総合的に評価を定める。 

12．別途負担費用 特になし 

13．その他特記事項  

14．サテライト科目

の社会人受講につい

て 

科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否 

 


